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.～伊?豆諸島の魚族資源の中で、ハマトピウオは最も重要な魚類

であって春期に釆ゆうすることからハルトビウオの名で呼ばれ

ている。本種の漁應高は江戸時代から今日に至る或で尾数で記

録される'慣習となっているが、このことは伊豆諸島の特異な環

境にあって、本種がいかに重要視されているかを!物語っている

ものと」思わ)l/しる。

ブ丘年サバ、ムロ漁業の相次ぐ不振に伴ってハマトビウオ漁業

に着業するものが増加し、ために漁場をめぐって種々の紛争を

起す空でに至っているが、これの根本的解決砧図るには先ず本

種の生態、特に漁況と海況との関係、資源量、かいゆう経路等

-の調査、研究が必要である。かかる観点から、本報告は各担当

渚が曳地にあって島しょ億組台に古くからある漁穫資料産あ式す
ことなく集録し整理統合して海況欝料との相関院解析したもの

Ｙである。本報告がハマトピクオ１１魚業の発展に役立・ては幸いであ

る。

昭和３２年２月

I頃東京都水産試験場長～鈴木
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伊豆と島近海Iとおけるは戎とびうお（ＣｙｐｓｅｌｕｒｕｓＥｉｎｍＬｔｉｂａｒｂａｔｕｓ

Ｊｕｐｏｎic江Ｓ）Zj1漁繊彙は年産４．１９７千尾（昭和３０年）に達し、島しょ漁
業中巌も主要な漁業に勲つ-とおり、その豊凶は伊豆と島全１没の経済状態を左右

している。しかるに本極の生態、漁況、海況については断片的な調査があるだ

けである。担当者等は'よ或とぴうおの漁況と潅況とについて種々調査ifおこな

ったので報告する・

オ息文に入るに光たち､=<L御校閲をあおv､だ東京水産大学教授宇田道隆博士．

本研究に対して有益な示唆と助言産賜った東北海区水産研究所木村喜之助罎博士
ＪＲ

東海区水産研究所阿吾１１宗明博士に対し心から御礼申上げる。

「ﾖﾋだ貴重な資料を提供された八丈島町三根、大賀郷経中之郷、樫立、末吉及

び神津島（新島各漁業協同組合､;八走島支庁岡田技師、三宅島支庁木下技師、

浅沼技師、農林省統計調蔽事務所、同八女島出張所、同大島出張所波浮分室、

鳥島測候所鳥犬道寺技官に対し樹l礼申上げろ。

一Ｚ
Ｊｌ
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i）沿岸水温と漁場水温の関係
,１斗、

大正９年～同１１年及び昭和２４年～同３０年の，０ケ年間L２月から５

月’での漁期間中、指導船青雲丸及び拓洋丸で調査した２４５回の漁場にお
※ユ

'ける表面水温と､三根地先の沿岸観測水温(表面)の旬別平均値を示iFi二才
…メハ(￣

ｉ表・洲図のようになる。この資料によると沿崖観測地点の水温はi露場水

｢温よりやや低温を示しているが、大略の変動の模様は極めて類似しているか
.｡.'し､b'八,!.~.,』

も（相関係数＋O′９３几沿岸観測の結果から漁場水温の.消長を判断しても
差支えがないも、と考えられる。 ）唖｣ＬｒＩ
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汁ｉ凶旬別沿岸、漁場水温汁ｉ表鮒U沿罵漁場水温(℃）
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中下上中下上中下上中下
２月ｓ月４月５月

※１１日操業（日没から日出）の平潮直

潮目等で往刷℃位の差がある。

2）沿岸水系と沖合水系の関係

八丈島では、昭和７年６月から昭和１７年７月注での１１ケ年間、３０回
送月

にわたる三根地先から“黒瀬”に至る４点〔基点、５浬ロ10浬、ｉ５浬）

の横断観測〔表面２５ｍ層の水温）の記録がある。これから目別に沿岸水温

と沖合の横断観測の４点の平均水温（０，，２５ｍ＞値を示すと才２表、才２図

のようになる。即ち水温の変化は一見して沿岸は沖合の表面よbもやや低温

になっているが（殊に春夏），上昇及び下降の様相が極めて類似しており（
ｉ１１

相関ｲ系数十０．９５）、弐た沖合の０ｍと２５ｍ層ではほとんど重)1a合すことjflヨ

出来る程一致している〔相関係数十0ﾉ９９）．このように観測地点における

｜水温変動は、沖合の表面から２５ｍ層或での水塊変動をあら』１つす‘のであっ

て、沖合水系の消長と一致しており、気象条件が及ぼす影響には著しい考慮

を払わなくても差支えない。

蕊沿岸、沖合、月別千:均皀灰
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下旬に漁穫曲線の山が２分しているの

るのは注目に値するところである。 才３図東西両岸の水淵比較

次に大正９年から昭和３０年武

での３６ケ年間、月〔旬）別の平

均水温及び畿多漁獲水温を求める

と才６表蛍才揮図のようである。

即ら３月中旬以降の変化様相は大

略一致しているが、〔相関係数＋

０．９６７九２月中旬から３月上

旬空での期間は平均水温は最多漁

耀水温より幾分低温〔０．６℃）を

示していろ。乙jrLは年間最低温を

。

３７Ｒ９よし」

⑰
示す３月中旬産境にして、こ』l/し以月一一一分

前の漁獲量の過半数が平均水温以上で漁穣さjrしる為であろうと考えられる．

〔才４表、汁４図ａ、ｂ、ｃ）。換言す)rしば、この期間の.平均水温は最多漁

穫水温よｂ低温であるから漁漉量は少ＵＭＡのと考えらjrしるｂしかし全体とし

て両者の相関係数は:＋０．９５となり類似した様相を示している。Ⅷ
Ⅷ易舛表旬別、反当り平均ii魚獲尾数のUL些度分布
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差異は認めＭ/しるが、大略して極めて相似しており、また水温も比重も重ね
合す程一致した変動をたどっていることが判る。このように月別Nb旬別のも

‘

のも|司様で水柵及び比重の高低になることによって、は詮とびうおのかいゆ
う（1魚獲量）に著しい変化をもたらすのは当然であると考えら虹るのでこれ
について検討する。生ず才７表から１００万尾以下を不I魚年、１００～２０ｑ
刀尾好漁年､１２００～３００万尾豊漁年、３００万尾以上を大漁年とすると
好、豊。大漁年の三者共に水温及び比重が異常高倣、高かん年か戎は平年並
に回復した場合に現)rしている。一方昭和３年、８年は高温高かん年であるが
不漁となっている．これは前者の場合は反当り漁穫尾数は多いが天候不良の
為か動日数が少い、従って漁獲尾数は低下した適ものであり、後者は不漁年に
なっているが明らかに漁猴の山は出現している。空た不漁年は平年より低温、
低かん年である。次に低温、低カバi皇が平年並に回復した年を(+)、高温、高
かん年が平年並に回復した年を(-)とすると、漁猿曲線の山が出現する年〔大
正Ⅲ、昭和３，９，１７＋２５，Ｍ年）は水温及級f上重が平年並
に回復した年と大略一致し(+1-豚７年の間隔で交互に出現したことははなは

酌

趣味ある問題で５１

息及び比重平牛h[差の積分ｲ直曲線（５岡毎刀移動平均９Ｍ
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汁８表漁期の変動
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各島における漁況の考察ｉｉ図…峰の間隔のひん度分布

昭和２５年から昭和３０年の２月から
２０－，

9）

５月式での漁期間中に八丈島、三宅島、

神津島、新島、大島で漁獲。」『したは生と’０
了．

rスラ藷の量〔有漁１日、1隻当りの平均出
現

漁穐尾数の５日毎の移動平均）の時間的数
道I寿訂甑ＵＬＯｌｊｄＬ４１６

ｉｉＲ獲尾数の５日毎の移動平均）の時間的数１，．‘，ｊ 日

江変化と示した群衆曲線が才１２図であ

る｡即名伊豆と島で漁獲二M'した魚群の増加､減少の一般的な傾向としてicツー

八丈島と同様に３つの峰の存在が認めらオしる。説明の便宜上

〃Ａ群”价初漁期に出現する峰（群）

〃Ｂ群〃盛漁期に出現する峰（群）

〃Ｃ群〃終漁期に出現する峰（群）と３別すると、これ等３群の出現す

る時期及（量は一定していないが、各島で1魚獲された各群の時間的、距離

的な関係は才９表のようになる。即埆昭和２９，３０年について考慮する

と、各群の峰の間隔は八丈島から三宅島は”Ａ群〃と”Ｂ群`′は大略ｉ７

日、”ｃ群〃は７日に江っており、三宅島から神津島は〃Ａ群〃と〃Ｂ群〃

は約７日〃Ｃ群〃は１０戎た神津島から大島は、〃Ａ群〃は低とんど同時

に出現して這り〃Ｂ群〃は１０日、”Ｃ群”は７日になっている。次に鳥

島から大島に至る２５５浬間に点在する各島しょ間の距離と各祥の峰の推

移について、代表的衣”Ｂ群〃について考察する。即汎鳥島から青ヶ島は豈

日速伽i里青ヶ島から八丈島及び御蔵島から三宅島は日速5.0浬、神津島から大

島は4.7浬、八丈島から御蔵島及rX八丈鳥から三ﾉ宅島｡t状に量宅島から大島の場合I土3.2

~３５浬､御蔵島からﾈFhI聿島及伏=2宅島から#騨島は2.5～2.6浬に友っている。とＬで注目

ざﾙ:ｉｌＩＪ島島から青ヶ島の川低緯度海域や青ｳ島から八丈島及び御蔵島から三
毛鎧のように２島が南北に比較的近接している場合は日速は早く、御蔵島

から神津島、三宅島から神澤島のように地理的に北西成は四北画に位置す

る場合は遅い傾向を示しているが全:部平均すると日速４､０浬である。更に

”Ｃ群jiについてＭ島から三宅島は8.6浬で早く、三宅島から神津島は

鱈ぞ〈て｣一ＬＬＪ二:エって嘗り平均５．０浬、〃上trf”辻平均日速〔刎浬であ

る。全た平均日遠は〃Ａ群”〃Ｂ群〃”Ｃ群〃と１浬ず坐早くなってる｡
－２１－
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三宅島に山が現わ肌ろと神津島が谷に江っていろ。伊豆と島の漁業者が

”八ラヒ島で獲jrL江<なると三宅島で獲ｊｒＬｗ三宅島で獲肌迩（顧ると神津島

で獲jrLろ〃と云う墓とよく一致している。

１０）各島における単位漁獲努才9表各島の距離と峰の経過日数

評h癖i専一|-た仁力当りの漁獲量

昭和２９，３０年の槻期

間中に、伊豆諸島の各島で

漁獲濠オしたものＭ鳳穫努

力の標準と顧る旬別の有漁

１日ｉ隻、１反当り平均漁

獲尾数と算定すると才ｉＯ

鳥
青
八

胃LＩｌ１２Ｃ ＪＵｌ６－ＣＩ(里１－上

１
‐
‐
四

Ｆ
」

ｌＥｉｙ序

御

ﾖﾌはZ-l亀ＩＲＣ

。

神
］

表のようである。これによれば平均漁獲尾数の最も多いのは三宅島

（７５．６２尾）で最も少いのは八女島（２５．２５尾）である。豪旦トー”

弍左旬別にみ)rLば４月下旬（６Ｌ１８尾）が最も多く、２弓中旬（５．３５尾）▲：
ﾛ.凸グ,｡q

が最も少い'直と示していろ。そこで全般の海域とｉ菌じて平均漁獲･尾数の'最い：

犬を示す時期は、鳥島は３月上旬、青ヶ島３月下旬、八丈島４月上旬Ｖ楓｝）

蔵島４月中旬、三宅島４月下旬、神律&島及び大島５月上旬である。換言す:篇～

肌は１１漁期と漁場が南部海域から次才に北部海域に移動して行く墓で汀結‘局;，ｉ

漁場の重心が時期の進行と比例して移動していることが判る。（才１３図）

才１０表鑑別、旬別の漁獲努力（反当り平均漁獲尾数）－Ｊ
●

JiJ1fTiHfiiI
４０＿Ｌ４１ＢＪ．６薑｡１２９．Ｃ ３とＵ６

３．６５１５８．６ｓ'４０．６７１生９.生団Iろ５．８ｓ
。'

３．７６１４６－ｓ

Ｆ１

L」

ｑ
■

２０反、八丈島

鳥島は昭和２聯年

1隻平均使用反数は大島２０反、神津島２５反、三宅島

２８反し各島漁業協同組合の報告）。樹】蔵島、青ヶ島、

３０反、同３０年５０反（都南丸の調査）。

２５
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１１） 海洋構遣とは注とび弓轌漁況

トルニ咽Ⅲ』

ilWJJ二.」‘:Ｉｌ

ｌ､Ｉ

ＩＴ－－ＪＪｚｌ
Ｙｌ

'Ｔ二天颪-涼莉嶌;一百三一薪嘉;丁織，

!ま戎とび与轌の生理、生態的に

重要な意味ともつ海洋要素の変動

令水塊の消長、（黒潮の流軸変動、

栄養塩類、ＰｌａｎｋｔＯｎの分布、漠

鼻、渦動）が、生産ざ肌ろ漁場の

構造と漁況について述べる。い戎

具体的衣海洋変化と知る過去の資

料は江いので、昭和１１年から昭

和３１年弐での２１ヶ年の主とし

て漁期間中の海況を示すと才１４

図のようになる。即垢昭和１１，

１２年(a)に冷水塊が出現し初肋、

昭和１３年(b)盛期Ｓ昭和１７年に〉

終期、昭和２１－２６年（｡～j)に

正常に回復している。この為黒潮

は冷水塊の外側と迂廻している。

昭和２７年２月上旬～５月上･句再

び異常が認めら肌だが(k)、５月中

旬笹)正常に復した。更に昭和２９：

●

旬(2)正常に復した。更に昭和２９年～同訓年（n~/,)異常状態が出現して

いる。そこで八丈島産は設とび弓轌漁獲量（才７麦）と海況塗比較すると

豊漁年と凶樵年には著しい差異が認肪Ｍしろ｡

豊漁年（昭和ｉ７，２５，２８，２９，３０，３１年）は遠洲灘に冷水塊が存在して

Ｍ､黒潮主繍前崎南方u5Q浬)と東向して侭伊豆諸島に…
北上し黒潮流帯が八丈島を洗っている場合（Ｃ、ｎ、ＣＤで、このことは八

丈島の漁業者が”南潮が掛けろと漁は早く始哉りかつ豊漁である”という

のによく一致する。詮だとの北上流は昭和２９年及び３０年の２月拓洋丸

で､観測(Ｍ)…｡生た黒潮が八丈島の訓上側を憲一東北東向して流
帯が同島と洗っている場合（ｇ､ｈ、、）である。この東向流は拓洋丸でよ

く観測きれている（牙）。更に昭和３１年のように黒↑朝主流が八丈島の北側を東iii｣(冷
一２７－





３１年２月２０日沖合ではｉ鐘～１９．９５Ｃであるが、漁場（沿崖近く）で

I土i８.ＰＯ～１８里ＺＣであり、青ヶ島でﾛﾑ同様な状態を観測した。

襖に都南丸によって砦昭和２９，３０，３１年の３ケ年間毎年２月実施喜

泓だ大島南％東線の横断観測（ｑｉ０．２５，５０，１００，１５０ｍ層）の資料によ

って、黒潮前線が観測線と交わる位置（潮境）と２観測点間の鉛直平均水

意菫と示すけ川表のようである｡川観測点の間隔は大体3.浬にな
って鱈り強流帯の△Ｔの鎧大値をとって、表面流で強施帯の位置髭定めた。

符号の(鞠は画向流、侭は東同流に対応しているわけである。つ式り黒潮主

流と沿崖水（冷水塊）の潮境の位置は昭和２９年には大島と三宅島間汁昭
和３０年には三宅島と黒瀬間、昭和３１年には黒瀬と八丈島間に現わ、て

いることが判る。換言すれば黒潮の強流帯は昭和２９，３０，３ｉ年と漸

炊沖合にずjrLている。そこで黒潮が大島に接達す)rしは当然高温となるはず

であ石。事事波浮港外の定置観測の結果をみても昭和２９年２月の平均値

はｉ６－６Ｃ、昭和３０年ｉａＰ７Ｃ、昭和３１年ｉ４Ｆ５Ｃに江っている。まｘ
○

た鳥島に塔ける昭和２９～l青１３１年までの２月から５月注での５日毎の水

温卿I定値の平均値を才１５図に示した。本図によって､鉛直平均水差と同

様な結果迂得だ。このように潮境の位置が変動することによっては戎とび

うち漁況も変化するので、才１２表に大島、三宅:島、八丈島の漁獲量を示

した。と)「しによると漁獲鷺のピークは大島は昭和２９年、三宅島は昭和３０

年、八丈島は昭和３１年になって堵り、潮境の位置と全く一致している。
※工２昭和２２年２～３月及び同２３年３～４月の才４海洋丸、同２３年２月８～２９日

の岩手Zk試海幸ﾗﾑU、観測によ）ILば黒潮は八丈島の南側を東習?ｳﾘ流jrしてｖ､る゜

※狐実際の数値計算は次式によった。

夛二÷(ｎｏ十,５０十画1.｡＋T…)､嫌ならば6Ｍ叩基準とすべ意でめ
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１２）月令と漁獲量

昭和’２－Ｍ年の川魚期に八女島に鍵げ柳走は…ﾗ蘂漁獲
尾数（１日１隻当り）の期間内の変化とみると、朔（診）、上弦（、）辺

望（○）冠下弦（ご）左中心としたｉ週間を基準とし、各1週間単位でｉ，

隻平均漁獲尾数産示すと才１３表､才i6図のようである｡これによると

上弦と中心にした１週間に漁獲が多いとと塁、／この週が年次の才1週に|土Ｉ

現すれば盛漁期は漁期の後半ご才２週では前半も才３週では中央、才４週

では終期にそ,rLどれ盛漁がみられろ。次に変量:分析法（才１４唾１５麦）

によると、年吹相互での差異についてＦｏ＝1三LL里4＝78.国zとなる2Ｌ６Ｑ

圧=乳``(M塊川上左目今相互での差異について叱弩霊:=剛'5と
なる｡Ｆ＝ろ-85（０｡Dﾕ％＞となりいずjrLの場合毛有慧な差異が認釣ら｣rLる。こ
のことは八丈島の漁業者が〃若目には好漁夕というのによく一致する。

才13表月余別Ｌ隻平均漁獲尾数

□
[］

L〕Ｉ己_】■に．

nＵＩｏ２

才１４表年閃月今別平ｺﾞ富J漁獲量（十尾）

r~１つ〒Ｔ~てLｉ次｜伽；１ｍ
オ１５表変量分析表
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ﾕ）目今の時期

４月上`旬～中旬の豊漁時に月令も最好条件（上弦刀）を示した。（才

１６図Ｃ）。

3）出漁船数

’旬；呼均出漁船数（本場船数）について昭和３１年、昭和２５～３０

年及び大正１５～昭.獅so年LD3者を比較すると才１６表、才１９図のよう

になる。即ち昭和３１年には昭和２５～３０年及び大正１５～昭和３０

の平均値に比較して約８隻（旬平均）多くなっている。換言すれば例年

結果になった。
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Ⅳ結語

以上第１項から第１３項にわたって聯伊豆諸島近海に心ける海況変動とは

まとぴう増漁況についての事実を述べた。勿論漁況変動はiZﾉkとり海況変動の

みによって与えられるものではなく、生物学的にも資i源学的にも調査し衣け

i/Lばならない数多くの問題力含まれているが、漁業生産より出発した現場の

漁獲現象を中心にして論じた。

本報告は漁業者(2)11魚業生産という貴重な実験結果から得られた個々の事実

から幾つかの法則を帰納した詰りであって、漁況変動についての理論的解折、
陸

数理的庭明にはほとんど触肌ていないし、又晨iﾍli1周辺に形式ざi/しる漁場の成
り立ちについて精密な晦洋調査を欠く箇所が多いのは、筆者等の遺威とする

所であるが、現在の調査段階にあいては、現実を記述することが最も重要で

あると考えられる。

次に本漁業指導上から、いま当て行ってきた列島Ⅱ沿いの観測線だけでは、

豆南海域全般の滋況実態を知ることがはなはだ困難であるから､２線の観測

から幅のある調査を実施することと、’時期的にﾉ或るべ〈委比多くの横断観測を

,行うことが菓要である。また魚群が表層浮上（羅網）する海洋学的諸条件、

潮汐流の反琴に伴う海洋構造を追跡することが今後の問題である。
．↑皿 ｊｉｉ２、

－５９－
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.)江）沿岸観測水痘と漁場水温は極めて類似しているので(相関係数十OL93）
沿岸観測から漁場水温の変動Lを検討して譜差支えない。

Ｔ２）尹沿岸観測水温と沖合水系の変化様相がよく一致しており（相関係数丁と

Ｐ～＋０．９５兆また沖合の０ｍと２５，層z)水温Ｍｊ上とんど重炮合わ(ず八ｒ

、蝿一致している（相関係数十０．９９）。

～３）最多漁獲水温は19..23超２２５Ｃである。

４）八丈島産は哉とびうちの漁獲尾数の増減は、魚欝来ゆう量の増減にJ1空L一
Jい■ゴリ１

J;よ肋って決定される。

ｉj)h■八丈島に心ける海況ｌＺ)永年変化として水辮重は大略４，｣５年の周■
■丘期で波動現象=操返している。刀『

ＪＪ６ｌ.｡溌ハ丈鳧摩はまとぴう必は､高温､高かん年か或は平年並に回復した■■■■
八ｈ年に豊漁年が現われる。不漁年は平年より低温、低かん年に現,わi［て.農い

,屯ｌＡｌＪ`
一二Ⅱ＝ｂ、豊凶は約7年の間隔で出現していろ。

八４～

７）八丈島産は主とぴうあの初f魚期は平i倉３月ⅡＢ土畑日､終漁已wjjA

Jk平均５月Ⅲ日士７日､漁期中央曰は平均4川6L日士９日､而臘罎蕊ｈｌｉ１■
トー中央日は４月２２日±８日、漁期日数は平均６６日±１２日であｊるい'；(ｊＡ

Ｌ８）魚群の来やﾗ(群蝋線)は増加､減少の曲線を示し、)■ﾆｰﾆ鐘口函鍵イ
ーブ:で…；～か'"｢<１１ﾉで'1,-F学1

－~玉｢d父ｉＬｉ;.:域如ムミィルきい

、左傾向として3つの峰が現われるが､年次によって異なJDl特有~i熱〉!■i;<;ｌ７ｉ
～Ｆ－Ｓ／いいﾙlIiil十”(ロハ

〆．ある。峰の間隔は１４日の変化力x多い。
ｎｗｌ`Ｆ１Ⅲ

９）各島に増ける漁況変動は、八丈島と同様３つの峰が現ＪＭＬていろ■･jlifrﾄﾞ■し
～レハノーザ蝋Ａｒ

ハ各群の時間的、距離的な関係として低緯度水域や２島が南北に比鋤■ｺﾞI寵
.-.＞魚rj必:)

近接している場合は日速は早く、地理的に北西Dこ位置する場I合はi遅』ごLパ口三

ろ傾向がある。相互に接近する２島の漁獲曲線は皮｣lfj例すちUJLJfWLJl
`＿.イーバ…

HJo）冬鳥の箪位漁獲努力当りの漁獲量は三宅島が最大で､ハ丈島が最小2ＪＪ

である。漁期と漁場が南部海域から次第に北部海域に移十動する。■しヨハ■ｈ
川人）】黒i潮流軸の変動が直接漁況丞支配し鯵或る島に接近す！'しばその島川は/Ｗ、

Ｌ豊漁(高温）となり離飢ろ:と凶漁〔低温)である｡島u:縮辺に形式ざｎｊＪ
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１２）月令と漁獲量の関係は上弦を中,Ｄにした1週間に漁獲が多い。
１３）本年（１９５６）Ｚ)八丈島及び青ヶ島の異常豊漁は、潮境が冷水塊

の為に八丈島北音lHlij域に滞留したこと及び出漁日数、隻数が例年より多

い又盗漁期'が上弦と合致した好条件があった為である。
Ｐ

Vｌ引用並び■に参考文献

ｉ）ネ目川広秋水産j籔源学総論産業図書株式会社（１９４９）

２）ＡｂｅＴＮｏｔｅｓｏｎｔｈｅＦｌｙｉｎｇ－ｆｉｓｈｅｓｏｆＨａｃｈｉｊｏ
ｌｓｌａｎｄｓ，ｗｉｔｈＮｏｍｅｎｃｌａｔｏｒｉａｌＲｅｍａｒｋｓｏｎ

ｔｈｅＦ１ｙｉｎｇ－ｆｉｓｈｅｓｏｆｔｈｅＭａｉｎｌａｎｄｏｆ

ＪａｐａｎａｎｄＨｏｋｋａｉｄｏ，‘

Ⅱ，ＣｙｐｓｅｗｒｕｓＰｉｎｎａｔｉｔａｒｂａｔｕＳｊａｐｏｎｉｃｕｓ，

（ｗｉｔｈＡｄｄｉｔｉｏｎａｌＮｏｔｅｓｏｎＰｒｏｇｎｉｃｈｔｈｙｓ

ａｇｏＤ

Ｒｅｐｒｉｎｔｅｄｆｒｏｍ“ＪａｐａｎｅｓｅｊｏｕｒｎａｌＩｃｈｔｈ－

/’，o1WvoLSJ,Ｎｏｗ5…〕
/３）伊豆七島水産隆営八丈島現業場定置観測表（騰導）

（１９２０～１９４５）

４）ＵｄａＭＯｎｔｈｅＦ１ｕｃｔｕａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＭａｉｎＳｔｒｅａｍ
ＡｘｉｓａｎｄｉｔｓＢｏｕｎｄａｒｙＬｉｎｅｏｆＫｕｒｏｓｈｊｏ，

ＴｏｋａｉＲｅｇｉｏｎａｌＦｉｓｈｅｒｉｅｓＲ.Ｌ・Ｎｏ３（ｉ９５Ｄ

ＴｈｅＫｕｒｏｓｈｉｏａｎｄｉｔｓＢｒａｎｃｈ－ｃｕｒｒｅｎｔｓｉｎ

ｔｈｅｓｅａｓＡｊａｃｅｎｔｔｏＨａｃｈｉｊＯＩｓｌａｎｄｉｎ
も

ＲｅｌａｔｉｏｎｔｏＦｉｓｈｅｒｉｅｓ（Ｒｅｐｏｒｈｉ），

ＲｅＣｏｒｄＯｃｅａｎｏｇｒａｐｋｉｃＷｂｒｋｓｉｎＪａｐａｎ

ｊａｐａｎｅｓｅＮａｔｉｏｎａｌｃｃｎｒｎｉｓｓｉｏｎｆｏｒＵｎｅｓｃｏ

ＶＯＬｍＮｏｉ（１９５３）
－４１－
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